
川島町における学校跡地・施設の利活用にかかる基本コンセプトのさらなる具現化 

  第２回会議（平成 30 年 1１月 2６日）での協議結果を踏まえ、「学校跡地・施設の利活用にかかる基本コンセプト」を、さらに具

現化したいと考えます。 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域コミュニティの弱体化」 

「災害時の避難場所の確保」 

新たな公共施設として再整備を図る 

「地域経済・社会の活性化」 

「行財政負担の軽減化」 

民間事業者によって廃校活用を図る 

その他留意したい事項 特に目標とする事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 災害時には、施設全体を避難所として開放できることに留意するものです。 

 

 

 

第 2回会議では、ビオトープ展示施設が挙げられました。

今回の会議では、他にどのような用途があったらよいか 

検討したいと思います。 

例） 

 

 

 

 

※ 空きスペース、時間（夜間、休日等）を、地域団体等で 

利用できるようにするものである。 

にも配慮する 

 

 

行政で運営する部分 
 

第２回会議では、つぎの用途が挙げられました。 

今回の会議では、他にどのような用途があったらよいか 

検討したいと思います。 

 

 

 

 
※ 特に都市計画法上の用途制限の観点から、実現可能と考えられる

ものを選択したものです。 

 

民間事業者で運営する部分 

交流・集会室 

（生涯学習・地域活動など） 

２部屋程度 

提示施設 

（郷土文化、あるいは水防災・ 

ビオトープ関係）１部屋程度 

 

 

 

自然体験施設（農業体験・宿泊施設も含む）、 

植物工場、養殖場など 

人口減少による地域社会の停滞、 

価値観の多様化による行財政負担の増加、 

大規模災害への備え など 

今日の課題 

資料２ 


